
福岡市感染症危機管理専門委員会設置要綱

（目 的） 

第１条 この要綱は、感染症危機管理専門委員会（以下「専門委員会」という。）の設置、組織

及び運営に関し必要な事項を定めるものとする。 

（目的及び設置） 

第２条 大規模感染症や希少感染症など、発生した場合に市民生活に大きな影響を与える感染症

の予防対策等について情報交換を行うとともに、市が行う対策に助言・指導等を行うことを目

的として設置する。 

（所掌事務） 

第３条 専門委員会は、前条に規定する目的を達成するため、次の各号に掲げる事項を所掌する。 

（１）情報交換に関すること。 

（２）予防対策の検討に関すること。 

（３）市が行う予防対策への助言・指導に関すること。 

（４）その他委員長が必要と認める事項。 

（組 織） 

第４条 専門委員会に委員長を置く。委員長は委員の互選により選出する。 

２ 専門委員会の委員は、次に掲げる者で組織する。

（１）感染症専門家

（２）感染症指定医療機関の医師 

（３）一般社団法人 福岡市医師会代表

（４）その他市長が適当と認める者

３ 必要に応じて、関係機関等の出席を求めることができる。

（任 期） 

第５条 委員の任期は２年とする。ただし、委員が欠けた場合の補欠委員の任期は、前任者の

残任期間とする。 

２ 委員の再任は妨げない。 

（庶 務） 

第６条 専門委員会の庶務は、保健医療局保健所健康危機管理部健康危機管理課において処理す

る。 

（その他） 

第７条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は委員長が定める。 

附 則 

この要綱は、平成１５年４月２８日から施行する。 

この要綱は、平成１６年４月１日から施行する。

この要綱は、平成１７年１２月２日から施行する。

この要綱は、平成２６年１１月１日から施行する。

この要綱は、平成２８年４月１日から施行する。

この要綱は、平成２８年１１月１０日から施行する。

この要綱は、令和４年４月１日から施行する。

この要綱は、令和４年７月１日から施行する。

この要綱は、令和６年４月１日から施行する。

この要綱は、令和７年５月１日から施行する。


